
担

当

課

（

室

）

目

次

発

行

岡

山

県

○

岡

山

県

文

化

財

保

護

条

例

に

基

づ

く

文

化

財

の

教

育

委

員

会

指

定

担

当

課

（

室

）

目

次

【

規

則

】

○

岡

山

県

犯

罪

の

な

い

安

全

・

安

心

ま

ち

づ

く

り

く

ら

し

安

全

安

心

課

条

例

施

行

規

則

の

一

部

を

改

正

す

る

規

則

○

岡

山

県

環

境

へ

の

負

荷

の

低

減

に

関

す

る

条

例

環

境

管

理

課

施

行

規

則

の

一

部

を

改

正

す

る

規

則

○

岡

山

県

自

然

保

護

条

例

施

行

規

則

の

一

部

を

改

自

然

環

境

課

正

す

る

規

則

（

以

上

県

例

規

集

登

載

）

【

告

示

】

○

児

童

福

祉

施

設

等

へ

の

入

所

の

措

置

等

に

要

す

子

ど

も

未

来

課

る

費

用

の

う

ち

本

人

及

び

そ

の

扶

養

義

務

者

が

負

担

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

費

用

の

基

準

の

一

部

改

正

（

県

例

規

集

登

載

）

○

国

民

健

康

保

険

組

合

の

規

約

の

変

更

認

可

長

寿

社

会

課

【

公

告

】

○

岡

山

県

医

療

審

議

会

か

ら

の

答

申

医

療

推

進

課

○

開

発

許

可

を

受

け

た

開

発

行

為

に

関

す

る

工

事

建

築

指

導

課

の

完

了

○

〃

〃

【

教

育

委

員

会

】

岡

山

県

公

報

平成２９年３月７日 第１１８６９号



◎
岡
山
県
規
則
第
五
号

岡
山
県
犯
罪
の
な
い
安
全
・
安
心
ま
ち
づ
く
り
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ

う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
九
年
三
月
七
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

岡
山
県
犯
罪
の
な
い
安
全
・
安
心
ま
ち
づ
く
り
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

岡
山
県
犯
罪
の
な
い
安
全
・
安
心
ま
ち
づ
く
り
条
例
施
行
規
則
（
平
成
十
八
年
岡
山
県
規
則
第
百
三

十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
条
中
第
九
号
を
第
十
号
と
し
、
同
条
第
八
号
中
「
情
緒
障
害
児
短
期
治
療
施
設
」
を
「
児
童
心

理
治
療
施
設
」
に
改
め
、
同
号
を
同
条
第
九
号
と
し
、
同
条
中
第
七
号
を
第
八
号
と
し
、
第
四
号
か
ら

第
六
号
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、
第
三
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

四

幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園

第
四
条
中
「
も
の
は

」
の
下
に
「
児
童
福
祉
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
六
十
四
号
）
第
六
条

、

の
三
第
二
項
に
規
定
す
る
」
を

「
供
さ
れ
る
施
設
」
の
下
に
「
及
び
就
学
前
の
子
ど
も
に
関
す
る
教

、

育
、
保
育
等
の
総
合
的
な
提
供
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
八
年
法
律
第
七
十
七
号
）
第
二
条
第

六
項
に
規
定
す
る
認
定
こ
ど
も
園
」
を
加
え
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

平成２９年３月７日　岡山県公報　第１１８６９号



◎
岡
山
県
規
則
第
六
号

岡
山
県
環
境
へ
の
負
荷
の
低
減
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に

定
め
る
。

平
成
二
十
九
年
三
月
七
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

岡
山
県
環
境
へ
の
負
荷
の
低
減
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

岡
山
県
環
境
へ
の
負
荷
の
低
減
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
（
平
成
十
四
年
岡
山
県
規
則
第
四
十
号
）

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
十
五
条
第
三
項
中
「
有
害
ガ
ス
量
又
は
有
害
ガ
ス
濃
度
測
定
記
録
表
」
を
「
有
害
ガ
ス
の
量
又

は
濃
度
の
測
定
記
録
表
」
に
改
め
る
。

第
三
十
四
条
第
二
十
七
号
中
「
塩
化
ビ
ニ
ル
モ
ノ
マ
ー
」
を
「
ク
ロ
ロ
エ
チ
レ
ン
（
別
名
塩
化
ビ
ニ

ル
又
は
塩
化
ビ
ニ
ル
モ
ノ
マ
ー

」
に
改
め
る
。

）

別
表
第
七
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

二
十

ク
ロ
ロ
エ
チ
レ
ン
（
別
名
塩
化
ビ
ニ
ル
又

検
液
一
リ
ッ
ト
ル
に
つ
き
〇
・
〇
〇
二

七

は
塩
化
ビ
ニ
ル
モ
ノ
マ
ー
）

ミ
リ
グ
ラ
ム

別
表
第
九
の
二
十
八
の
項
中
「
塩
化
ビ
ニ
ル
モ
ノ
マ
ー
」
を
「
ク
ロ
ロ
エ
チ
レ
ン
（
別
名
塩
化
ビ
ニ

ル
又
は
塩
化
ビ
ニ
ル
モ
ノ
マ
ー

」
に
改
め
る
。

）

附

則

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

平成２９年３月７日　岡山県公報　第１１８６９号



◎
岡
山
県
規
則
第
七
号

岡
山
県
自
然
保
護
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
九
年
三
月
七
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

岡
山
県
自
然
保
護
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

岡
山
県
自
然
保
護
条
例
施
行
規
則
（
昭
和
四
十
八
年
岡
山
県
規
則
第
六
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ

う
に
改
正
す
る
。

第
二
十
七
条
第
二
号
中
「
国
立
研
究
開
発
法
人
森
林
総
合
研
究
所
」
を
「
国
立
研
究
開
発
法
人
森
林

研
究
・
整
備
機
構
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

平成２９年３月７日　岡山県公報　第１１８６９号



◎
岡
山
県
告
示
第
百
二
十
五
号

児
童
福
祉
施
設
等
へ
の
入
所
の
措
置
等
に
要
す
る
費
用
の
う
ち
本
人
及
び
そ
の
扶
養
義
務
者
が
負
担

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
費
用
の
基
準
（
昭
和
六
十
一
年
岡
山
県
告
示
第
五
百
四
十
九
号
）
の
一
部
を
次

の
よ
う
に
改
正
す
る
。

平
成
二
十
九
年
三
月
七
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

第
一
の
一
中
「
義
務
教
育
終
了
児
童
等
」
を
「
満
二
十
歳
未
満
義
務
教
育
終
了
児
童
等
」
に
改
め
る
。

第
二
の
一
中
「
情
緒
障
害
児
短
期
治
療
施
設
」
を
「
児
童
心
理
治
療
施
設
」
に
改
め
る
。

別
表
の
備
考
３
中
「児

童
自
立
支
援
施
設
入
所
部

情
緒
障
害
児
短
期
治
療
施
設
入
所
部

」
を
「児

，

童
自
立
支
援
施
設

（入
所
部
に
限
る

）

児
童
心
理
治
療
施
設

（入
所
部
に
限
る

）
」
に
、
「児

童
自

。
，

。

立
支
援
施
設
通
所
部

情
緒
障
害
児
短
期
治
療
施
設
通
所
部

」
を
「児

童
自
立
支
援
施
設

（通
所
部
に

，

限
る

）

児
童
心
理
治
療
施
設

（通
所
部
に
限
る

）
」
に
改
め
、
同
表
の
備
考
６
中
「情

緒
障
害
児

。
，

。

短
期
治
療
施
設

」
を
「児

童
心
理
治
療
施
設

」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
告
示
は
、
平
成
二
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

平成２９年３月７日　岡山県公報　第１１８６９号



◎
岡
山
県
告
示
第
百
二
十
六
号

国
民
健
康
保
険
法
（
昭
和
三
十
三
年
法
律
第
百
九
十
二
号
）
第
二
十
七
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、

国
民
健
康
保
険
組
合
の
規
約
の
変
更
を
次
の
と
お
り
認
可
し
た
。

平
成
二
十
九
年
三
月
七
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

組
合
の
名
称

岡
山
県
医
師
国
民
健
康
保
険
組
合

二

変
更
事
項

組
合
の
地
区

岡
山
県
、
広
島
県
福
山
市
及
び
府
中
市
並
び
に
兵
庫
県
赤
穂
市
の
区
域

三

変
更
年
月
日

平
成
二
十
九
年
三
月
七
日

平成２９年３月７日　岡山県公報　第１１８６９号



〔
七
〇
〕
岡
山
県
医
療
審
議
会
か
ら
次
の
と
お
り
答
申
が
あ
っ
た
。

平
成
二
十
九
年
三
月
七
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

諮
問
年
月
日

平
成
二
十
九
年
一
月
十
六
日

二

答
申
を
受
け
た
年
月
日

平
成
二
十
九
年
二
月
二
十
一
日

三

諮
問
及
び
答
申
の
事
項

医
療
法
人
の
設
立
及
び
解
散
の
認
可
に
つ
い
て

四

そ
の
他

諮
問
及
び
答
申
の
内
容
を
記
載
し
た
書
類
に
つ
い
て
は
、
岡
山
県
庁
県
政
情
報
室
、
岡
山
県
備
前

県
民
局
、
岡
山
県
備
中
県
民
局
及
び
岡
山
県
美
作
県
民
局
に
お
い
て
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

平成２９年３月７日　岡山県公報　第１１８６９号



〔
七
一
〕
次
の
者
に
係
る
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ
る

開
発
許
可
を
受
け
た
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
が
完
了
し
た
。

平
成
二
十
九
年
三
月
七
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

開
発
区
域
又
は
工
区
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称

都
窪
郡
早
島
町
早
島
字
金
田
前
五
一
九
三

七

－

二

許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名

岡
山
市
北
区
平
野
八
〇
九

二
サ
ー
パ
ス
庭
瀬
六
〇
三

－

三
宅

喬
平

三

許
可
番
号

岡
山
県
指
令
建
指
第
二
二
七
号

平成２９年３月７日　岡山県公報　第１１８６９号



〔
七
二
〕
次
の
者
に
係
る
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ
る

開
発
許
可
を
受
け
た
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
が
完
了
し
た
。

平
成
二
十
九
年
三
月
七
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

開
発
区
域
又
は
工
区
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称

、

、

、

、

、

苫
田
郡
鏡
野
町
沢
田
字
荒
神
田
六
九

一

七
〇

一

七
〇

三

七
二

一

七
二

三

－
－

－
－

－

七
三

一
、
七
三

三
、
字
西
加
市
二
〇
九

一
、
二
〇
九

三

－
－

－
－

二

許
可
を
受
け
た
者
の
所
在
地
、
名
称
及
び
代
表
者
の
氏
名

苫
田
郡
鏡
野
町
竹
田
六
六
〇

鏡
野
町
長

山
崎

親
男

三

許
可
番
号

岡
山
県
指
令
建
指
第
二
四
七
号

平成２９年３月７日　岡山県公報　第１１８６９号



◎
岡
山
県
教
育
委
員
会
告
示
第
一
号

岡
山
県
文
化
財
保
護
条
例
（
昭
和
五
十
年
岡
山
県
条
例
第
六
十
四
号
）
第
四
条
第
一
項
及
び
第
三
十

一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
岡
山
県
指
定
重
要
文
化
財
、
岡
山
県
指
定
史
跡
及
び
岡
山

県
指
定
天
然
記
念
物
の
指
定
を
す
る
。

平
成
二
十
九
年
三
月
七
日

岡

山

県

教

育

委

員

会

一

指

定

番

号

有
第
三
六
〇
号

二

種

別

重
要
文
化
財

建
造
物

三

名
称
及
び
員
数

正

楽
寺
山
門

一
棟

し
ょ
う
ら
く

じ

さ
ん
も
ん

附
文
化

十

四
年
棟
札

一
枚

ぶ
ん

か

じ
ゅ
う

よ

ね
ん
む
な
ふ
だ

四

所

在

地

備
前
市
蕃
山
一
三
〇
五
番
地

五

所

有

者

宗
教
法
人
千
手
院

六

建

築

年

代

文
化
十
四
（
一
八
一
七
）
年

七

指

定

理

由

日
光
山
正
楽
寺
は
、
備
前
市
蕃
山
に
所
在
す
る
真
言
宗
の
寺
院
で
、
寺
伝
で
は
、
奈
良
時
代
の
天

平
勝
宝
年
間
の
創
建
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
天
和
元
（
一
六
八
一
）
年
の
火
災
で
そ
れ
以
前
の
伽
藍

、

、

、

、

は
焼
失
し
て
お
り

現
存
す
る
寺
院
伽
藍
の
建
立
年
代
は

鐘
楼
は
明
和
年
間

山
門
は
文
化
年
間

手
水
舎
は
幕
末
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
て
お
り
、
本
堂
、
大
師
堂
、
客
殿
、
鎮
守
堂
は
江
戸
時
代
中

期
と
考
え
ら
れ
る
。

山
門
は

三
間
一
戸
の
八
脚
楼
門
で
あ
る

桁
行
三
間

六
・
五
五
メ
ー
ト
ル

梁
間
二
間

三

、

。

（

）
、

（

・
八
二
メ
ー
ト
ル

、
棟
高
八
・
四
〇
メ
ー
ト
ル
、
軒
高
六
・
二
〇
メ
ー
ト
ル
、
二
階
床
高
四
・
一

）

四
メ
ー
ト
ル
で
同
型
式
の
山
門
と
し
て
は
比
較
的
大
型
で
あ
る
。
様
式
に
は
禅
宗
様
が
用
い
ら
れ
、

一
階
柱
上
部
に
は
粽
を
つ
け
て
頭
貫
を
通
し
て
台
輪
を
使
用
し
、
下
端
は
正
面
中
央
間
両
脇
の
二
本

柱
の
み
に
礎
盤
を
置
き
、
壁
下
の
各
柱
間
に
は
地
覆
を
用
い
て
い
る
。
屋
根
は
入
母
屋
造
、
本
瓦
葺

で
、
正
面
及
び
背
面
に
軒
唐
破
風
を
備
え
る
。
大
棟
に
は
雲
文
の
棟
込
瓦
を
用
い
た
組
棟
と
し
て
両

端
に
鬼
瓦
を
つ
け
、
そ
の
上
に
鯱
を
据
え
る
。
軒
は
二
軒
の
形
式
で
、
軒
裏
は
板
軒
仕
立
て
と
し
、

内
側
に
雲
文
、
外
側
に
波
文
が
肉
厚
彫
り
で
施
さ
れ
て
い
る
。
二
階
の
回
り
縁
を
支
え
る
腰
組
は
三

手
先
の
組
物
で
、
一
木
か
ら
な
る
雲
肘
木
や
板
支
輪
に
波
文
が
肉
厚
彫
り
で
施
さ
れ
て
い
る
。
軒
を

支
え
る
軒
斗
栱
も
三
手
先
の
組
物
で
、
一
木
か
ら
な
る
雲
肘
木
や
板
支
輪
に
雲
文
が
肉
厚
彫
り
で
施

さ
れ
、
建
物
外
周
を
飾
る
彫
刻
は
華
麗
で
豪
華
な
造
り
で
あ
る
。
大
棟
の
棟
込
瓦
に
は
雲
文
、
唐
破
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風
棟
の
棟
込
瓦
に
は
波
文
が
施
さ
れ
、
木
部
の
彫
刻
意
匠
と
統
一
さ
れ
た
デ
ザ
イ
ン
が
採
用
さ
れ
て

い
る
。
棟
札
及
び
瓦
銘
文
か
ら
、
文
化
十
四
（
一
八
一
七
）
年
に
建
立
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
棟

札
に
よ
る
と
、
棟
梁
は
播
州
赤
穂
郡
木
津
村
の
大
工
野
村
長
右
衛
門
信
慶
が
務
め
た
ほ
か
、
彫
物
師

は
京
都
、
大
坂
か
ら
、
瓦
師
は
赤
穂
郡
砂
子
村
か
ら
招
聘
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
緻
密
な
彫
刻

意
匠
、
木
組
み
か
ら
、
造
営
し
た
木
津
大
工
集
団
の
技
能
の
高
さ
が
確
認
で
き
る
作
例
で
あ
る
。

山
門
の
特
徴
と
し
て
、
唐
破
風
の
軒
裏
を
除
い
た
外
周
軒
に
雲
文
と
波
文
を
彫
っ
た
板
軒
仕
立
て

で
あ
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
ま
た
、
腰
組
や
軒
斗
栱
の
組
物
に
一
木
造
り
の
雲
肘
木
を
採
用
し
、

雲
文
や
波
文
で
加
飾
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
特
徴
的
で
あ
る
。
板
軒
仕
立
て
の
建
造
物
は
、
作
例
の
多

く
が
十
九
世
紀
前
半
期
に
見
ら
れ
る
が
、
全
国
的
に
見
て
も
数
が
限
ら
れ
て
お
り
、
岡
山
県
内
で
唯

一
確
認
さ
れ
て
い
る
の
が
正
楽
寺
山
門
で
あ
る
。
建
立
年
代
が
明
確
で
、
規
模
が
大
き
く
、
意
匠
的

に
も
優
秀
で
あ
り
、
県
内
近
世
寺
社
建
築
に
お
け
る
貴
重
な
作
例
で
あ
る
。

一

指

定

番

号

有
第
三
六
一
号

二

種

別

重
要
文
化
財

彫
刻

三

名
称
及
び
員
数

木
造
薬
師
如
来
坐
像

一
軀

も
く
ぞ
う
や
く

し

に
ょ
ら
い

ざ

ぞ
う

く

四

所

在

地

井
原
市
野
上
町
九
七
一
番
地

五

所

有

者

宗
教
法
人
千
手
院

六

制

作

年

代

鎌
倉
時
代
前
期

七

指

定

理

由

千
手
院
は
、
天
文
年
間
に
焼
失
し
た
頂
見
山
頂
見
寺
の
坊
の
一
つ
で
、
天
正
二
（
一
五
七
四
）
年

に
再
建
さ
れ
た
。

木
造
薬
師
如
来
坐
像
は
、
か
つ
て
は
頂
見
寺
に
祀
ら
れ
て
い
た
が
、
の
ち
に
千
手
院
本
堂
に
移
さ

れ
た
。
像
高
は
二
二
六
・
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
で
、
や
や
小
ぶ
り
の
丈
六
像
で
あ
る
。
上
半
身
は
衲

衣
を
偏
袒
右
肩
に
着
し
、
腹
前
で
一
段
折
り
返
す
。
下
半
身
に
は
裙
を
纏
い
、
左
足
を
外
に
結
跏
趺

。

。

。

坐
す
る

左
手
は
左
膝
上
で
薬
壺
を
執
る

右
手
は
屈
臂
し
て
掌
を
前
面
に
向
け
施
無
畏
印
を
結
ぶ

ヒ
ノ
キ
材
製
の
寄
木
造
で
、
頭
体
幹
部
の
前
面
は
正
中
で
二
材
を
寄
せ
、
背
面
は
襟
元
下
で
正
中

で
あ
わ
せ
る
横
木
二
材
を
入
れ
、
右
材
に
連
続
す
る
よ
う
に
側
面
材
一
材
を
寄
せ
て
い
る
。
像
地
付

き
部
全
面
に
高
さ
約
十
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
程
度
の
別
材
を
回
し
て
い
る
。
頭
部
は
三
道
下
の
線
で

一
旦
割
放
し
て
差
し
首
と
す
る
。
膝
前
は
横
木
三
材
で
構
成
し
、
裳
先
に
一
材
を
足
し
て
い
る
。
右

肩
及
び
側
面
は
先
ほ
ど
の
一
材
に
も
う
一
材
を
寄
せ
て
成
形
し
、
左
側
面
は
竪
木
二
材
を
寄
せ
る
。
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右
腰
に
三
角
材
一
材
を
寄
せ
る
。
左
袖
口
に
は
数
材
を
寄
せ
る
。
右
腕
は
肩
先
、
肘
、
手
首
で
そ
れ

ぞ
れ
別
材
を
寄
せ
、
左
手
首
先
も
別
材
を
差
し
込
ん
で
い
る
。
な
お
、
元
の
木
寄
せ
部
に
は
布
貼
り

の
痕
跡
が
残
る
。
像
表
面
の
漆
箔
、
彩
色
は
後
補
で
あ
る
。
像
内
の
修
理
銘
か
ら
、
天
明
五
（
一
七

八
五
）
年
に
修
復
、
後
補
さ
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

面
相
部
の
円
満
相
、
衣
文
の
穏
や
か
な
表
現
や
彫
眼
、
体
躯
の
奥
行
き
が
浅
い
な
ど
定
朝
様
を
襲

う
作
例
で
あ
り
、
耳
な
ど
に
進
取
の
表
現
が
見
ら
れ
る
も
の
の
、
全
体
と
し
て
保
守
的
な
作
例
で
あ

る
。
螺
髪
が
小
粒
に
な
り
、
面
相
部
の
表
現
が
や
や
陰
鬱
な
印
象
を
与
え
る
こ
と
か
ら
、
制
作
は
鎌

倉
時
代
前
期
と
考
え
ら
れ
る
。

岡
山
県
内
で
は
数
少
な
い
丈
六
像
の
現
存
作
例
で
あ
り
、
鎌
倉
時
代
前
期
の
本
格
的
な
丈
六
像
の

作
例
と
し
て
貴
重
で
あ
る
。

一

指

定

番

号

有
第
三
六
二
号

二

種

別

重
要
文
化
財

彫
刻

三

名
称
及
び
員
数

木
造
武
神
倚
像
及
び
木
造
童

形

神
坐
像

二
軀

も
く
ぞ
う

ぶ

し
ん

い

ぞ
う

も
く
ぞ
う
ど
う
ぎ
ょ
う
し
ん

ざ

ぞ
う

く

四

所

在

地

高
梁
市
原
田
北
町
一
二
〇
三
番
地
一

高
梁
市
歴
史
美
術
館

五

所

有

者

宗
教
法
人
御
前
神
社

六

制

作

年

代

鎌
倉
時
代
前
期
～
中
期

七

指

定

理

由

御
前
神
社
は
、
社
伝
に
よ
る
と
創
建
は
和
銅
六
（
七
一
三
）
年
で
、
現
存
す
る
棟
札
に
は
、
天
正

八
（
一
五
八
〇
）
年
に
焼
失
し
た
後
、
同
十
一
（
一
五
八
三
）
年
に
再
建
さ
れ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て

い
る
。
江
戸
時
代
に
は
備
中
松
山
藩
主
の
崇
敬
を
受
け
、
度
々
寄
進
、
修
復
を
受
け
て
い
る
。

木
造
武
神
倚
像
及
び
木
造
童
形
神
坐
像
は
、
同
社
の
本
殿
に
祀
ら
れ
て
い
る
。
と
も
に
針
葉
樹
製

の
一
木
造
で
、
彫
眼
、
胡
粉
下
地
に
彩
色
が
施
さ
れ
て
い
る
。
内
刳
り
は
な
く
、
木
心
を
体
身
中
央

に
込
め
、
頭
頂
に
抜
け
て
い
る
。

武
神
倚
像
は
、
巾
子
の
大
き
い
冠
を
被
り
、
闕
腋
の
袍
を
着
て
、
裾
口
の
広
い
袴
を
付
け
、
浅
沓

を
履
く
。
帯
は
平
緒
を
用
い
て
い
る
。
左
腕
は
臂
を
曲
げ
、
五
指
は
持
物
を
握
る
形
で
作
ら
れ
て
い

る
が
、
持
物
は
欠
失
し
て
い
る
。
右
腕
は
臂
を
曲
げ
て
い
る
が
手
首
か
ら
先
は
欠
失
し
て
い
る
。
膝

前
に
別
材
を
寄
せ
る
。
墨
、
朱
彩
、
緑
青
等
、
当
初
の
彩
色
が
残
る
。
像
高
は
七
二
・
四
セ
ン
チ
メ

ー
ト
ル
で
、
台
座
を
含
む
総
高
は
九
一
・
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。

童
形
神
坐
像
は
、
白
色
無
文
の
水
干
を
着
し
、
桃
色
の
腰
帯
を
前
で
結
び
、
葛
袴
を
は
い
た
素
足
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で
、
左
足
裏
の
上
に
右
足
の
甲
を
の
せ
て
坐
す
。
左
腕
は
臂
を
曲
げ
て
五
指
を
握
り
、
左
膝
の
上
に

ふ
せ
る
。
右
腕
は
臂
を
少
し
上
げ
て
い
る
が
、
手
首
か
ら
先
は
欠
失
し
て
い
る
。
髪
は
前
髪
を
左
右

に
分
け
、
後
ろ
で
束
ね
て
垂
ら
し
て
い
る
。
左
手
は
共
木
、
束
ね
た
垂
髪
の
背
面
部
の
み
別
材
を
矧

ぐ
。
各
部
位
の
彩
色
は
当
初
の
も
の
で
、
補
彩
は
見
ら
れ
な
い
。
像
高
は
三
二
・
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト

ル
。両

像
と
も
に
、
作
風
か
ら
制
作
時
期
は
鎌
倉
時
代
前
期
か
ら
中
期
に
遡
る
と
考
え
ら
れ
、
一
部
に

欠
失
は
あ
る
も
の
の
、
制
作
当
初
の
材
や
彩
色
が
良
好
に
残
っ
て
お
り
、
鎌
倉
時
代
に
お
け
る
神
像

彫
刻
の
優
品
と
し
て
貴
重
で
あ
る
。

一

指

定

番

号

有
第
三
六
三
号

二

種

別

重
要
文
化
財

工
芸
品

三

名
称
及
び
員
数

色
々

威

腹
巻

一
領

い
ろ
い
ろ
お
ど
し
は
ら
ま
き

四

所

在

地

岡
山
市
北
区
丸
の
内
二
丁
目
七
番
一
五
号

林
原
美
術
館

五

所

有

者

一
般
財
団
法
人
林
原
美
術
館

六

制

作

年

代

室
町
時
代
後
期

七

指

定

理

由

色
々
威
腹
巻
は
、
河
内
狭
山
藩
主
北
条
家
に
伝
来
し
た
も
の
で
あ
る
。
狭
山
藩
は
、
河
内
国
狭
山

に
藩
庁
を
置
い
た
。
北
条
早
雲
に
始
ま
り
五
代
に
わ
た
っ
て
関
東
を
支
配
し
た
戦
国
大
名
北
条
氏
の

子
孫
で
あ
る
北
条
氏
盛
が
初
代
藩
主
で
、
以
降
明
治
時
代
に
至
る
ま
で
北
条
氏
が
藩
主
を
務
め
た
。

こ
の
腹
巻
は
、
黒
漆
塗
盛
上
げ
の
本
小
札
を
、
紅
、
白
、
紅
、
藍
韋
の
段
々
に
威
毛
の
色
目
を
替

え
て
威
し
、
胴
の
構
造
は
正
面
と
左
右
が
ひ
と
続
き
と
な
り
、
背
面
に
引
合
せ
を
設
け
る
。
草
摺
は

七
間
五
段
下
が
り
に
仕
立
て
て
い
る
。
胸
板
は
獅
子
牡
丹
文
韋
で
飾
る
。
胴
が
腰
窄
り
で
あ
り
、
威

毛
の
特
徴
、
小
札
や
胸
板
の
形
状
、
絵
韋
や
金
物
の
意
匠
な
ど
か
ら
室
町
時
代
後
期
の
も
の
と
考
え

ら
れ
る
。
胴
高
は
二
六
・
三
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
胴
囲
は
九
六
・
八
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
草
摺
高
は

二
六
・
一
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。

岡
山
県
内
に
現
存
す
る
同
時
代
の
腹
巻
は
数
が
限
ら
れ
る
上
、
保
存
状
態
が
良
好
で
傷
み
も
少
な

く
、
室
町
時
代
の
姿
を
よ
く
伝
え
て
お
り
貴
重
で
あ
る
。

一

指

定

番

号

有
第
三
六
四
号

二

種

別

重
要
文
化
財

工
芸
品
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三

名
称
及
び
員
数

藍
韋

威

胸
緋
腹
巻

一
領

あ
い
が
わ
お
ど
し
む
ね

ひ

は
ら
ま
き

四

所

在

地

岡
山
市
北
区
丸
の
内
二
丁
目
七
番
一
五
号

林
原
美
術
館

五

所

有

者

一
般
財
団
法
人
林
原
美
術
館

六

制

作

年

代

室
町
時
代
後
期

七

指

定

理

由

藍
韋
威
胸
緋
腹
巻
は
、
河
内
狭
山
藩
主
北
条
家
に
伝
来
し
た
も
の
で
あ
る
。
狭
山
藩
は
、
河
内
国

狭
山
に
藩
庁
を
置
い
た
。
北
条
早
雲
に
始
ま
り
五
代
に
わ
た
っ
て
関
東
を
支
配
し
た
戦
国
大
名
北
条

氏
の
子
孫
で
あ
る
北
条
氏
盛
が
初
代
藩
主
で
、
以
降
明
治
時
代
に
至
る
ま
で
北
条
氏
が
藩
主
を
務
め

た
。こ

の
腹
巻
は
、
黒
漆
塗
盛
上
げ
の
本
小
札
を
緋
糸
そ
し
て
藍
韋
で
威
し
、
胴
の
構
造
は
正
面
と
左

、

。

。

右
が
ひ
と
続
き
と
な
り

背
面
に
引
合
せ
を
設
け
る

草
摺
は
七
間
五
段
下
が
り
に
仕
立
て
て
い
る

胴
が
腰
窄
り
で
あ
り
、
威
毛
の
特
徴
、
小
札
や
胸
板
の
形
状
、
絵
韋
や
金
物
の
意
匠
な
ど
か
ら
室
町

時
代
後
期
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
破
損
箇
所
が
多
い
も
の
の
後
世
の
補
修
は
見
ら
れ
な
い
。
胴
高

は
二
五
・
八
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
胴
囲
は
九
三
・
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
草
摺
高
は
二
四
・
〇
セ
ン

チ
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。

岡
山
県
内
に
現
存
す
る
同
時
代
の
腹
巻
は
数
が
限
ら
れ
る
上
、
特
に
後
世
の
補
修
を
受
け
て
い
な

い
点
に
は
希
少
性
が
認
め
ら
れ
、
室
町
時
代
の
姿
を
よ
く
伝
え
て
い
る
腹
巻
と
し
て
貴
重
で
あ
る
。

一

指

定

番

号

有
第
三
六
五
号

二

種

別

重
要
文
化
財

工
芸
品

三

名
称
及
び
員
数

鉄
黒

漆

阿
古
陀
形
五

十

八
間
総
覆
輪
筋

兜

一
頭

て
つ
く
ろ
う
る
し

あ

こ

だ

な
り

ご

じ
ゅ
う
は
ち
け
ん
そ
う
ふ
く
り
ん
す
じ
か
ぶ
と

四

所

在

地

岡
山
市
北
区
丸
の
内
二
丁
目
七
番
一
五
号

林
原
美
術
館

五

所

有

者

一
般
財
団
法
人
林
原
美
術
館

六

制

作

年

代

室
町
時
代
後
期

七

指

定

理

由

、

。

鉄
黒
漆
阿
古
陀
形
五
十
八
間
総
覆
輪
筋
兜
は

河
内
狭
山
藩
主
北
条
家
に
伝
来
し
た
も
の
で
あ
る

狭
山
藩
は
、
河
内
国
狭
山
に
藩
庁
を
置
い
た
。
北
条
早
雲
に
始
ま
り
五
代
に
わ
た
っ
て
関
東
を
支
配

し
た
戦
国
大
名
北
条
氏
の
子
孫
で
あ
る
北
条
氏
盛
が
初
代
藩
主
で
、
以
降
明
治
時
代
に
至
る
ま
で
北

条
氏
が
藩
主
を
務
め
た
。

こ
の
兜
は
、
室
町
時
代
後
期
の
典
型
的
な
阿
古
陀
形
筋
兜
で
、
兜
鉢
は
六
二
枚
の
鉄
地
板
を
貼
り
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、

。

、

合
せ
て
形
成
さ
れ

五
十
八
間
の
筋
を
立
て
総
覆
輪
を
施
す

紅
糸
威
し
三
枚

の
二
枚
を
吹
返
し

三
盛
菊
の
据
文
金
物
を
付
す
。
獅
子
牡
丹
文
絵
韋
包
の
眉
庇
に
鍍
金
菊
枝
透
の
鍬
形
台
を
打
ち
、
鍍

金
の
三
鈷
形
の
祓
立
を
付
し
て
い
る
。
前
立
及
び
鍬
形
は
欠
失
し
て
お
り
、
鍬
形
台
も
一
部
欠
損
し

て
い
る
が
、
後
世
の
補
修
は
見
ら
れ
な
い
。
兜
鉢
の
前
後
径
は
二
七
・
七
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
左
右

径
は
二
一
・
一
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
深
さ
は
一
二
・
三
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。

岡
山
県
内
に
現
存
す
る
同
時
代
の
兜
は
数
が
限
ら
れ
る
上
、
一
部
に
欠
損
が
あ
る
も
の
の
、
金
物

や
絵
韋
の
作
り
は
精
緻
で
、
室
町
時
代
後
期
に
お
け
る
筋
兜
の
優
品
と
し
て
貴
重
で
あ
る
。

一

指

定

番

号

有
第
三
六
六
号

二

種

別

重
要
文
化
財

工
芸
品

三

名
称
及
び
員
数

金
銅
阿
弥
陀
三
尊
懸

仏

三
面

こ
ん
ど
う

あ

み

だ

さ
ん
ぞ
ん
か
け
ぼ
と
け

四

所

在

地

高
梁
市
原
田
北
町
一
二
〇
三
番
地
一

高
梁
市
歴
史
美
術
館

五

所

有

者

宗
教
法
人
長
建
寺

六

制

作

年

代

永
正
十
八
（
一
五
二
一
）
年

七

指

定

理

由

長
建
寺
は

高
梁
市
備
中
町
布
賀
に
所
在
す
る
曹
洞
宗
の
寺
院
で

寺
伝
に
よ
る
と
永
正
十
五

一

、

、

（

五
一
八
）
年
に
僧
祖
譚
が
開
い
た
と
さ
れ
る
。

本
懸
仏
は
三
面
一
具
で
あ
り
、
阿
弥
陀
三
尊
が
各
一
面
に
表
さ
れ
て
い
る
。
二
枚
又
は
三
枚
横
矧

ぎ
の
ヒ
ノ
キ
材
製
地
板
に
金
銅
の
鏡
板
を
装
し
、
周
縁
に
覆
輪
を
施
し
、
縁
に
一
条
の
圏
線
を
廻
ら

せ
て
内
外
両
区
に
分
け
て
い
る
。
鏡
板
に
は
数
枚
の
銅
板
を
打
ち
付
け
る
。
内
区
中
央
に
打
ち
出
し

た
金
銅
製
の
阿
弥
陀
如
来
、
観
音
菩
薩
、
勢
至
菩
薩
各
一
軀
が
据
え
ら
れ
、
い
ず
れ
も
蓮
華
座
上
に

坐
す
。
阿
弥
陀
如
来
は
法
界
定
印
を
結
び
、
観
音
菩
薩
は
合
掌
す
る
。
勢
至
菩
薩
の
右
手
は
施
無
畏

印
、
左
手
に
水
瓶
を
持
つ
が
欠
失
し
て
い
る
。
中
尊
背
後
の
金
銅
板
に
唐
草
を
点
彫
り
し
た
舟
形
光

背
を
貼
り
付
け
る
。
下
部
に
は
波
形
の
板
金
が
打
ち
つ
け
ら
れ
て
い
る
が
、
観
音
菩
薩
下
部
の
も
の

は
欠
失
し
て
い
る
。
三
尊
の
頭
上
に
は
瓔
珞
を
下
げ
た
八
葉
蓮
華
様
の
天
蓋
、
下
部
に
は
供
養
台
の

上
に
香
炉
、
左
右
に
は
華
瓶
一
対
を
配
し
て
い
る
。
阿
弥
陀
如
来
左
の
華
瓶
は
欠
失
し
て
い
る
。
外

区
に
は
、
別
材
で
花
形
鋲
を
二
段
に
打
ち
付
け
る
。
鏡
板
両
肩
に
は
、
獅
噛
形
鐶
座
を
設
け
、
茄
子

形
鐶
を
付
け
、
銅
釘
が
残
る
。
鐶
座
に
は
彩
色
の
あ
と
が
残
る
。

法
量
は
、
鏡
板
径
六
一
・
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
か
ら
六
一
・
二
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
厚
さ
は
三
・

六
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
か
ら
三
・
八
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
像
高
は
阿
弥
陀
如
来
一
八
・
九
セ
ン
チ
メ
ー
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ト
ル
、
観
音
菩
薩
が
一
七
・
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
勢
至
菩
薩
が
一
七
・
九
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
で
、

阿
弥
陀
如
来
が
他
よ
り
や
や
大
き
い
。
裏
面
の
墨
書
銘
か
ら
、
永
正
十
八
（
一
五
二
一
）
年
に
菖
蒲

城
主
平
川
長
門
守
経
貞
が
願
主
と
な
っ
て
奉
納
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

こ
の
期
の
一
般
的
な
も
の
と
比
較
し
て
か
な
り
大
型
の
懸
仏
と
し
て
貴
重
で
あ
り
、
制
作
年
代
も

判
明
す
る
こ
と
か
ら
室
町
時
代
の
基
準
作
例
と
な
り
得
る
も
の
と
し
て
重
要
で
あ
る
。

一

指

定

番

号

有
第
三
六
七
号

二

種

別

重
要
文
化
財

古
文
書

三

名
称
及
び
員
数

美

作

国
高
野
郷
中
嶋
氏
受

給

文
書

八
通

附
三
通

み
ま
さ
か
の
く
に
た
か
の
の
ご
う
な
か
し
ま

し

じ
ゅ
き
ゅ
う
も
ん
じ
ょ

番
号

資

料

名

員
数

製

作

年

月

日

１

足
利
尊
氏
感
状

一
通

建
武
三
（
一
三
三
六
）
年
七
月
十
五
日

２

足
利
直
義
下
文

一
通

康
永
三
（
一
三
四
四
）
年
十
月
九
日

３

浦
上
宗
景
判
物

一
通

天
正
二
（
一
五
七
四
）
年
九
月
五
日

４

浦
上
宗
景
判
物

一
通

天
正
二
（
一
五
七
四
）
年
九
月
五
日

５

浦
上
宗
景
書
状

一
通

年
未
詳
七
月
十
日

６

浦
上
宗
景
書
状

一
通

年
未
詳
七
月
晦
日

７

前
野
長
泰
書
状

一
通

年
未
詳
一
月
二
十
一
日

８

羽
柴
秀
吉
知
行
安
堵
状

一
通

天
正
六
（
一
五
七
八
）
年
三
月
十
五
日

附
１

覚

一
通

年
月
日
未
詳
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附
２

覚

一
通

年
月
日
未
詳

附
３

中
嶋
氏
親
類
書

一
通

年
月
日
未
詳

四

所

在

地

倉
敷
市
真
備
町
箭
田
一
一
四
一
番
地
一

倉
敷
市
総
務
局
総
務
部
総
務
課
歴
史
資
料
整
備
室

五

所

有

者

倉
敷
市

六

製

作

年

代

建
武
三
（
一
三
三
六
）
年
～
天
正
六
（
一
五
七
八
）
年

七

指

定

理

由

中
嶋
氏
は
、
室
町
時
代
に
美
作
国
高
野
郷
に
居
住
し
た
一
族
で
、
国
人
と
し
て
発
展
し
た
後
、
浦

上
氏
、
羽
柴
秀
吉
の
配
下
に
加
わ
っ
た
と
さ
れ
る
。
江
戸
時
代
に
備
中
国
に
移
り
、
窪
屋
郡
亀
山
村

の
庄
屋
を
務
め
た
亀
山
家
と
婚
姻
関
係
を
結
ん
だ
こ
と
か
ら
、
中
嶋
氏
に
伝
わ
っ
た
文
書
が
亀
山
家

に
伝
来
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
本
資
料
は
、
そ
の
う
ち
中
嶋
氏
が
南
北
朝
期
か
ら
戦
国
期
に
か
け
て

受
給
し
た
中
世
文
書
で
あ
る
。

鎌
倉
幕
府
の
政
所
執
事
を
務
め
た
二
階
堂
氏
の
末
裔
を
称
し
た
中
嶋
氏
は
、
南
北
朝
期
に
は
、
足

利
尊
氏
に
従
い
軍
功
を
挙
げ
、
足
利
直
義
か
ら
所
領
の
安
堵
を
受
け
て
い
る
。
戦
国
期
に
な
る
と
、

天
正
二
（
一
五
七
四
）
年
ご
ろ
ま
で
に
は
浦
上
宗
景
に
仕
え
て
い
た
と
考
え
ら
れ
、
宗
景
と
争
っ
た

宇
喜
多
直
家
と
戦
っ
て
い
る
。
宗
景
没
落
後
は
、
織
田
信
長
を
頼
っ
て
活
動
し
、
天
正
六
（
一
五
七

八
）
年
に
は
羽
柴
秀
吉
か
ら
所
領
安
堵
を
受
け
て
い
る
。
関
ヶ
原
合
戦
後
は
浅
口
郡
片
島
村
に
居
住

し
た
と
さ
れ
る
。

本
資
料
は
、
建
武
三
（
一
三
三
六
）
年
か
ら
天
正
六
（
一
五
七
八
）
年
に
か
け
て
受
給
し
た
文
書

で
南
北
朝
期
か
ら
戦
国
期
に
か
け
て
の
中
嶋
氏
の
動
態
を
裏
付
け
る
原
本
資
料
で
あ
る
。
特
に
、
足

利
尊
氏
発
給
文
書
は
本
件
を
含
め
計
三
通
、
足
利
直
義
発
給
文
書
は
計
二
通
し
か
県
内
で
は
知
ら
れ

て
い
な
い
。
浦
上
宗
景
発
給
文
書
は
宇
喜
多
氏
と
の
緊
張
関
係
が
高
ま
る
中
で
の
宗
景
の
動
向
を
示

す
も
の
で
、
ま
た
、
羽
柴
秀
吉
発
給
文
書
は
秀
吉
が
天
正
六
年
の
段
階
で
美
作
へ
の
勢
力
浸
透
を
図

っ
て
い
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
り
、
岡
山
県
の
中
世
史
を
研
究
す
る
上
で
極
め
て
貴
重
な
資
料
で

あ
る
。

一

指

定

番

号

有
第
三
六
八
号

二

種

別

重
要
文
化
財

考
古
資
料
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三

名
称
及
び
員
数

女
男
岩
遺
跡

出

土
台
付
家
形
土
器

一
点

み
ょ
う
と
い
わ

い

せ
き
し
ゅ
つ

ど

だ
い
つ
き
い
え
が
た

ど

き

四

所

在

地

倉
敷
市
中
央
一
丁
目
三
番
一
三
号

倉
敷
考
古
館

五

所

有

者

公
益
財
団
法
人
倉
敷
考
古
館

六

製

作

年

代

弥
生
時
代
後
期

七

指

定

理

由

女
男
岩
遺
跡
は
、
倉
敷
市
庄
地
区
に
あ
る
低
丘
陵
上
に
所
在
す
る
弥
生
時
代
後
期
の
遺
跡
の
一
つ

で
あ
る
。
こ
の
丘
陵
上
に
は
多
く
の
古
墳
が
存
在
す
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
た
が
、
宅
地
造
成
に
伴

い
昭
和
四
十
六
（
一
九
七
一
）
年
か
ら
翌
年
に
か
け
て
分
布
調
査
及
び
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
、
女
男

岩
遺
跡
も
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
た
。
こ
の
丘
陵
北
端
の
頂
部
に
は
弥
生
時
代
最
大
級
の
墳
墓
で
あ
る

楯
築
遺
跡
が
位
置
す
る
。

遺
跡
は
西
に
派
生
す
る
尾
根
上
に
位
置
し
、
土
坑
墓
、
溝
状
遺
構
な
ど
が
検
出
さ
れ
た
。
土
坑
墓

は
四
基
存
在
し
、
高
ま
り
中
央
に
造
ら
れ
た
一
基
か
ら
鉄
器
と
と
も
に
人
骨
が
確
認
さ
れ
た
。

台
付
家
形
土
器
は
、
こ
の
土
坑
墓
北
側
の
溝
状
遺
構
か
ら
出
土
し
た
。
円
形
の
透
か
し
孔
と
三
本

の
た
が
を
持
つ
台
脚
の
上
に
寄
棟
の
家
を
作
り
付
け
、
全
高
四
九
・
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
台
脚
部

高
三
五
・
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
あ
る
。
家
形
の
軸
部
は
、
平
側
が
二
一
・
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
妻

側
一
六
・
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
壁
の
高
さ
三
・
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。
屋
根
は
軒
先
が
長

さ
二
四
・
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
幅
一
九
・
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
あ
り
、
棟
に
下
端
が
外
へ
強
く
反

り
返
る
小
屋
根
形
の
棟
お
さ
え
が
つ
き
、
妻
側
に
も
同
様
の
飾
り
が
つ
く
。
屋
根
に
は
「
８
」
字
形

の
浅
い
刺
突
文
が
列
状
に
施
さ
れ
て
い
る
。
外
面
は
丹
塗
り
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
、
内
側
も
丁

寧
に
仕
上
げ
ら
れ
て
い
る
。

本
資
料
は
、
全
体
が
復
元
で
き
る
希
有
な
台
付
家
形
土
器
で
あ
り
、
家
形
部
分
は
建
物
の
柱
や
屋

根
の
構
造
も
忠
実
に
表
現
さ
れ
て
お
り
、
弥
生
時
代
の
建
物
構
造
を
推
察
す
る
こ
と
が
で
き
る
貴
重

な
資
料
と
な
る
。
さ
ら
に
、
弥
生
時
代
後
期
後
半
の
墳
墓
遺
跡
か
ら
の
出
土
遺
物
で
あ
り
、
古
墳
時

代
前
夜
に
お
け
る
葬
送
儀
礼
の
あ
り
方
を
解
明
す
る
上
で
も
重
要
な
資
料
で
あ
る
。

一

指

定

番

号

記
第
一
一
三
号

二

種

別

史
跡

三

名

称

沼
遺
跡

ぬ
ま

い

せ
き

四

所
在
地
の
地
番
、
地
積
及
び
地
目

地

番

津
山
市
志
戸
部
字
池
奥
四
五
五
番
地
九
、
勝
部
字
長
尾
一
九
、
沼
字
大
加
美
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五
九
九
番
地
一
及
び
沼
字
大
加
美
五
九
七
番
地
一

右
の
地
域
に
介
在
す
る
道
路
敷
の
う
ち
、
津
山
市
志
戸
部
字
池
奥
四
五
五
番

地
九
、
勝
部
字
長
尾
一
九
及
び
沼
字
大
加
美
五
九
九
番
地
一
に
挟
ま
れ
る
道
路

敷
を
含
む
。

地

積

合

計

九
、
九
三
三
平
方
メ
ー
ト
ル

地

目

雑
種
地
（
三
筆
）
、
山
林
（
一
筆
）

五

所

有

者

津
山
市

六

指

定

理

由

津
山
盆
地
の
北
東
部
に
南
北
に
細
長
く
伸
び
て
い
る
低
丘
陵
が
あ
り
、
沼
遺
跡
は
こ
の
丘
陵
か
ら

西
側
へ
派
生
す
る
尾
根
上
に
位
置
す
る
弥
生
時
代
中
期
後
半
か
ら
後
期
前
半
の
集
落
遺
跡
で
あ
る
。

昭
和
二
十
七
（
一
九
五
二
）
年
か
ら
昭
和
三
十
三
（
一
九
五
八
）
年
に
か
け
て
、
五
次
に
わ
た
る
発

掘
調
査
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
結
果
、
西
地
区
で
竪
穴
住
居
五
棟
、
長
方
形
竪
穴
遺
構
一
基
、
土
坑
一

基
が
、
東
地
区
で
掘
立
柱
建
物
三
棟
、
南
北
方
向
の
溝
が
確
認
さ
れ
、
弥
生
土
器
、
石
器
、
鉄
器
、

ガ
ラ
ス
小
玉
が
出
土
し
た
。

集
落
最
大
の
竪
穴
住
居
は
、
東
半
分
が
失
わ
れ
て
い
た
も
の
の
、
復
元
直
径
約
八
・
四
メ
ー
ト
ル

の
円
形
を
な
す
と
考
え
ら
れ
た
。
焼
失
住
居
で
あ
り
、
遺
存
し
た
炭
化
木
材
は
住
居
の
構
造
を
復
元

す
る
重
要
な
手
が
か
り
と
な
っ
た
。
掘
立
柱
建
物
は
、
桁
行
二
間
、
梁
間
二
間
の
建
物
が
一
棟
、
桁

行
一
間
、
梁
間
一
間
の
建
物
が
二
棟
検
出
さ
れ
て
い
る
。
西
地
区
中
央
の
長
方
形
竪
穴
遺
構
は
長
さ

約
九
メ
ー
ト
ル
、
幅
約
三
・
六
メ
ー
ト
ル
あ
り
、
共
同
の
作
業
場
と
推
定
さ
れ
、
こ
の
遺
構
の
周
囲

を
取
り
囲
む
よ
う
に
住
居
は
配
置
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
東
地
区
に
は
住
居
は
な
く
、
掘
立
柱
建
物

の
み
が
配
置
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
遺
跡
の
空
間
利
用
の
あ
り
方
を
示
し
て
い
る
。

沼
遺
跡
は
、
ほ
ぼ
一
つ
の
集
落
全
体
を
発
掘
調
査
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
竪
穴
住
居
、
作
業
場
、

掘
立
柱
建
物
か
ら
構
成
さ
れ
る
集
落
構
造
と
、
そ
の
規
模
及
び
空
間
利
用
の
実
態
が
初
め
て
把
握
さ

れ
た
遺
跡
で
あ
る
。
ま
た
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
弥
生
時
代
の
集
団
の
基
礎
単
位
を
研
究
す
る
嚆
矢

と
な
っ
た
学
史
的
に
重
要
な
遺
跡
で
あ
る
。

一

指

定

番

号

記
第
一
一
四
号

二

種

別

天
然
記
念
物

三

名
称
及
び
員
数

阿
弥
陀
堂
の
イ
チ
ョ
ウ

一
株

あ

み

だ

ど
う

四

所

在

地

勝
田
郡
奈
義
町
小
坂
五
一
八
番
地
一
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五

所

有

者

個
人

六

品
種
及
び
樹
齢

イ
チ
ョ
ウ
科

約
九
〇
〇
年
（
推
定
）

七

大

き

さ

樹
高
約
一
三
メ
ー
ト
ル
、
目
通
り
周
囲
六
・
七
メ
ー
ト
ル

八

指

定

理

由

こ
の
イ
チ
ョ
ウ
は
、
那
岐
山
の
麓
に
位
置
す
る
奈
義
町
小
坂
地
区
、
馬
桑
川
の
ほ
と
り
に
立
っ
て

い
る
。
こ
の
場
所
の
少
し
北
を
因
幡
街
道
が
通
っ
て
い
る
。
名
称
は
、
阿
弥
陀
堂
と
呼
ば
れ
て
い
る

お
堂
の
そ
ば
に
立
っ
て
い
る
こ
と
に
由
来
し
、
隣
に
は
岡
山
県
指
定
重
要
文
化
財
の
石
造
無
縫
塔
を

含
む
石
造
物
群
が
所
在
す
る
。

樹
齢
約
九
〇
〇
年
と
推
定
さ
れ
る
雄
株
の
イ
チ
ョ
ウ
の
老
樹
で
あ
る
。
枝
張
り
は
国
指
定
天
然
記

念
物
「
菩
提
寺
の
イ
チ
ョ
ウ

（
奈
義
町
高
円
）
に
は
及
ば
な
い
も
の
の
、
樹
高
は
約
一
三
メ
ー
ト

」

ル
、
目
通
り
周
囲
は
六
・
七
メ
ー
ト
ル
を
計
る
。
主
幹
か
ら
分
か
れ
て
横
へ
伸
び
た
枝
か
ら
気
根
が

垂
下
し
地
面
に
達
す
る
と
そ
こ
で
根
付
き
、
新
た
な
株
が
そ
こ
か
ら
生
長
し
、
そ
う
し
て
生
長
し
た

株
が
主
幹
を
取
り
囲
み
、
幹
部
が
形
成
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
他
の
多
く
の
イ
チ
ョ
ウ
の
老
樹
に
お

い
て
も
同
様
に
見
ら
れ
る
特
徴
で
あ
る
。
現
在
も
枝
か
ら
垂
下
す
る
多
く
の
気
根
が
確
認
で
き
る
。

幹
部
に
は
一
部
に
白
骨
化
し
た
部
分
も
あ
る
が
、
枝
張
り
も
良
く
、
秋
に
は
見
事
に
黄
色
く
色
づ

き
、
樹
勢
は
旺
盛
で
あ
る
。
生
育
状
況
も
良
く
、
県
内
有
数
の
イ
チ
ョ
ウ
の
老
樹
と
し
て
貴
重
な
樹

木
で
あ
る
。

ま
た
、
こ
の
イ
チ
ョ
ウ
は
、
法
然
ゆ
か
り
の
イ
チ
ョ
ウ
と
し
て
知
ら
れ
、
菩
提
寺
に
向
か
う
途
中

の
法
然
が
こ
の
地
に
立
ち
寄
っ
た
際
、
持
っ
て
い
た
杖
が
折
れ
た
た
め
、
こ
の
イ
チ
ョ
ウ
の
枝
を
杖

に
し
て
菩
提
寺
に
上
っ
た
と
い
う
伝
承
が
あ
る
。
そ
の
杖
を
菩
提
寺
の
境
内
に
挿
し
、
そ
れ
が
生
育

し
た
の
が
「
菩
提
寺
の
イ
チ
ョ
ウ
」
と
伝
わ
っ
て
い
る
た
め
、
地
元
で
は
、
こ
の
イ
チ
ョ
ウ
は
「
菩

提
寺
の
イ
チ
ョ
ウ
」
の
親
木
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
な
お
、
平
成
二
十
五
（
二
〇
一
三
）
年
に
奈
義
町

教
育
委
員
会
が
行
っ
た
Ｄ
Ｎ
Ａ
鑑
定
調
査
の
結
果
、
こ
の
イ
チ
ョ
ウ
と
「
菩
提
寺
の
イ
チ
ョ
ウ
」
が

、

。

同
じ
Ｄ
Ｎ
Ａ
を
持
つ
こ
と
が
わ
か
り

両
者
に
生
物
学
的
な
つ
な
が
り
が
あ
る
こ
と
が
証
明
さ
れ
た

法
然
に
関
す
る
伝
承
と
の
関
係
が
注
目
さ
れ
る
。
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